
図１．非線形光学ガラスの一例
（テルライトガラスの写真と非対称単位構造）

図２．３次非線形光学感受率測定用光学系
（中央：プリズム、奥：光センサ、左右：集光系）
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技術概要
　「光カー効果」と一般的に呼ばれる、非線形
光学現象を検出する手法を用いて、無機透明物
質の３次非線形光学特性を評価しています。こ
れにより、高強度レーザー光と物質の相互作用
についての知見が得られます。

背景・従来技術
　非線形光学現象には２次と３次の効果が知ら
れており、前者では周波数２倍変換が、後者で
は光照射下での屈折率変化、２光子吸収、周波
数３倍変換が可能です。一般的に、ガラスのよ
うな等方性物質では２次の効果が発現しないた
め３次の効果が際立って検出され、「光を光で
操作する」機能を持たせることを可能としてい
ます。

特徴
　材料物性値として非線形光学感受率という量
があります。本手法で簡単に３次非線形光学感
受率を評価することができる上、同時にその実
部と虚部も分かります。

実用化イメージ
　光信号を光の速度で高速操作・演算するため
には、透明かつ均質で、非線形光学特性の高い
材料の開発が不可欠です。ガラス等はこれら初
期要件をもつ物質群で、世界各国で開発が進め
られています。近年我々は、テルライトガラス
という３次非線形光学特性の高い材料を開発す
ることに成功しており、その光信号操作機能は
次世代通信網に重要なインフラを提供すると考
えています。

試作品状況

提示
可
提供
可無

光
で
光
を
操
作
す
る
材
料
！

　
　
　
非
線
形
光
学
ガ
ラ
ス
の
未
来

・光機能性材料の開発
・透明導電膜の液相合成
・プラズモン増感型太陽電池の開発
・高効率ナノ結晶材料の開発
・フォトン変換材料の開発
・非線形光学ガラスの開発

・顕微ラマン分光装置
・蛍光分析装置
・紫外可視近赤外分光計
・超短パルスレーザー
・波長可変可視色素レーザー
・表面界面分光測定装置

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　早川知克研究室では、非晶質・ナノ結晶をキーワードに光機能性材料の研究を行っております。非
線形光学ガラス、白色LED用蛍光体の開発を通じて低炭素・省エネ社会の実現を目指します。
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・無機材料創成
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